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研究成果の概要（和文）：集合行為における参加と動員のプロセスを社会ネットワーク研究の手法を応用して分析する
ことを目的として、現代社会における「食」のあり方をめぐって展開されている日本のスローフード運動を事例に、参
加者のコミットメントのあり方と、活動を通じて形成される社会ネットワークの関連を明らかにした。理論研究では社
会運動理論、特にライフスタイル運動論と社会ネットワーク研究を架橋することで分析枠組みを構築し、実証研究にお
いては日本のスローフード運動参加者を対象とした質的・量的調査から社会運動参加のメカニズムと選択的誘因として
のネットワークの影響を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research study was to investigate relationship between the 
organizational characteristics of social movement organizations and their social networks in the field of 
lifestyle movement, which actively promote way of life as their primary means to foster social change. 
This research approached from both theoretical and empirical studies. In theoretical studies, theoretical 
frame was structured by integrating the findings of studies of social movements and social networks. In 
empirical studies, the process and mechanism on the social movement participation and effects of social 
networks as selective incentives were found out by quantitative and qualitative research for participants 
to slow food movement in Japan.

研究分野：社会学、パーソナル・ネットワーク研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
本研究は 2 つの研究分野を背景にもつ。1
つは社会運動論、なかでも資源動員論に代表
される集合行為への動員プロセスに着目す
る研究と、「新しい社会運動」と呼ばれる階
級間対立に還元されないライフスタイルの
自己決定権を求める市民活動に着目する研
究である。一見すると前者は組織原理に基づ
き「動員」という観点をとるのに対して、後
者は自律的な個人による「参加」を前提とす
るので両者は背反するように見える。しかし、
公共性の高い市民活動の持続的な展開を進
めるためには、両者の接合は重要な課題とい
える。 
 この「動員」と「参加」の相互作用を分析
する目的で本研究が導入したもう1つの学術
的背景が社会ネットワーク研究である。この
分野は社会学に限っても多様な内容を含ん
でいるが、ここで想定するのは、組織形態と
してのネットワーク、すなわち個人と個人、
そして個人と組織を取り結ぶネットワーク
であり、もう 1つは様々な運動組織が媒介性
の高い人物や運動テーマを通じて結ばれる
ネットワーク、すなわち組織間ネットワーク
である。「参加」と「動員」を媒介する社会
ネットワークと、そのネットワークを通じて
交わされる意味・シンボルの機能に照準する
ことで、集合行為をめぐる動員論と行為論を
架橋することが可能となるのではないかと
構想した。また、社会ネットワーク研究は計
量的手法を中心に発展してきたため、「つな
がり」の測定手法は精緻化されてきたが、一
方でなぜそのような関係の構造が人や組織
にある行為を促すのか、という解釈において
はアドホックなものに偏る傾向があった。そ
こに、社会関係を通じた運動参加という行為
と動員を扱ってきた資源動員論のような集
合行為、社会運動に関する理論との接合の必
要性があった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、ライフスタイル領域から社会
変革を構造する今日的な社会運動の例とし
て、スローフード運動に着目し、個人がスロ
ーフード運動にコミットする過程と、地域社
会における市民活動同士がスローフードと
いう記号を媒介にしながら結びついていく
過程について、社会ネットワークという視点
から明らかにすることを目的とした。具体的
には以下の2つの調査テーマとして集約され
る。 
 
(1)個人が活動にコミットしていくプロセス
における社会ネットワークの分析 
資源動員論は社会関係を媒介とした動員
プロセスに着目してこの問題に取り組んで
きた。本研究ではこの資源動員論という理論
的背景に社会ネットワーク研究が蓄積して
きた個人が取り持つ関係構造の測定手法を

組み合わせて、活動にコミットする個人の社
会ネットワークがその関わりのなかでどの
ように変移し、その変移がコミットメントの
強度にどのように影響を与えるのか、双方向
の影響を計量的に明らかにする。 
 
(2)「スローフード」という記号を媒介とし
た市民活動のネットワーキングの分析 
日本のスローフード運動の大きな特徴は、
この活動が「スローフード」というキーワー
ドの曖昧さゆえに、活動分野の異なる人々を
結びつける媒介役として地域社会における
ボランタリーな諸活動の結節点となりえる
点である。そこで本研究では、コンヴィヴィ
ウム（地域におけるスローフード運動の活動
拠点の名称。運動参加者は「スローフード○
○」（○○は地域名）といった名称のコンヴ
ィヴィウムに所属する）を単位とした活動実
態を把握する調査を行った上で、まちづく
り・地域振興、観光、教育といった分野にお
いてスローフード運動が他の市民活動と創
造的なネットワークを形成している事例・地
域をピックアップして、その展開プロセスを
現地調査によって明らかにする。 
 
３．研究の方法 
以上の研究目的を遂行するために、2 種類
の量的調査（コンヴィヴィウムを調査単位と
した組織調査とスローフード協会に所属す
る会員を調査単位としたアンケート調査）と、
特定の地域内におけるスローフード運動、市
民活動のネットワーキングを対象とした質
的調査を実施した。各調査の概要は以下のと
おりである。 
 
(1)組織調査 
日本のスローフード運動において会員登
録や管理、ニューズレターの発行を担ってい
るナショナルオフィス「スローフードジャパ
ン」の協力を得て 2012 年 5 月から 7月にか
けて郵送法による組織調査を行った。調査時
点において所在が確認された 41 のコンヴィ
ヴィウムに調査票を発送し、31 のコンヴィヴ
ィウムより回答を得た。 
 
(2)アンケート調査 
組織調査と同様に「スローフードジャパ
ン」の協力を得て 2013 年 7 月から 8 月にか
けて郵送法によるアンケート調査を行った。
調査では、会員としての資格有効期限が 2012
年 1月 1日以降の日付になっている 1,176 人
を対象とした。調査実施時点において有効期
限が切れている会員も含まれているが、正式
に退会申請がされていない場合は本人の継
続参加意思の有無にかかわらず更新保留の
扱いとなっており、スローフードジャパン、
コンヴィヴィウム、会員本人の間で退会意思
の確認をとることに時間がかかるケースも
あることから、おおよその猶予期間として調
査前年までは資格を有していた会員も含め



ることとした。 
 調査対象とした 1,176 人のうち、現在の居
所が不明で調査期間中に新たな送付先を確
認できなかったケース、会員名簿には掲載さ
れていたものの既に退会したことが確認さ
れたケースなどが 15 件あった。これらを除
いた調査対象者数は 1,161 人である。調査で
はこのうち 424 人から調査票の返送があり、
白紙等の理由で無効にすべき調査票はなか
ったことから、有効回収票数は 424 件、有効
回収率は 36.5%となった。 
 
 (3)事例調査 
 日本のスローフード運動の特徴、すなわち
「スローフード」というキーワードの曖昧さ、
解釈の幅広さゆえに、この運動が活動分野の
異なる人々を結びつける媒介役として地域
社会におけるボランタリーな諸活動の結節
点となっている点に着目し、スローフード運
動が他の市民活動と創造的なネットワーク
を形成している事例としてスローフード山
形の活動に注目してその活動の展開プロセ
スを明らかにした。 
 また研究期間全体を通してスローフード
運動の当事者（各地のリーダー、参加者）を
対象としたインタビュー調査を継続的に実
施した。参加のきっかけから運動へのコミッ
トメントが深まるプロセス、参加を通して形
成されたネットワークの広がりとその機能
といった個人の経験に焦点を当てた調査と、
日本におけるスローフード運動の経緯、今ま
での展開と課題、スローフードとは何か、日
本における今後の活動展開の可能性など運
動全体の動態に焦点を当てた調査を行い、ア
ンケート調査と組織調査の調査設定および
分析結果の解釈に資する情報を収集した。 
 
 研究目的との対応関係から整理すると、ア
ンケート調査によって得られたデータを用
いて「個人が活動にコミットしていくプロセ
スにおける社会ネットワークの分析」を行い、
組織調査によって得られたデータと事例調
査から「「スローフード」という記号を媒介
とした市民活動のネットワーキングの分析」
を行った。また継続的な運動関係者へのイン
タビューによって分析結果のフォローアッ
プを行った。 
 
４．研究成果 
 
(1)日本のスローフード運動の多様性（組織
調査の結果より） 
 日本のコンヴィヴィウムはスローフード
運動の基本的なミッション、すなわち「生物
多様性の保護」「生産者と消費者を結ぶ」「味
覚教育」を共有しつつも、それぞれが独自の
理念をもって多様な活動を展開している。そ
こには、スローフードという言葉に対して運
動参加者がもつイメージの多様性、そしてそ
れぞれの土地における運動の受容のされ方

を見ることができる。国内のコンヴィヴィウ
ムが現在どのような活動に取り組んでいる
のか確認した結果が図 1である。 

 

 
 
アンケートで提示した様々な活動分野の
なかで最も多く選ばれたのは「生産者との交
流」、次いで「食育・味覚教育」、以下「地元
食材の紹介・普及」「食に関連する地域文化
の紹介」であった。選ばれた選択肢の数に着
目すると、最も少ないコンヴィヴィウムで 3
つの活動分野を、逆に最も多いコンヴィヴィ
ウムでは 11 の活動分野を選択していた。平
均値は 5.42、すなわち今回の調査では 1つの
コンヴィヴィウムあたり平均して 5～6 種類
の活動分野が選ばれていた。スローフード運
動の 3 つの基本的なミッションのうち、「生
産者と消費者を結ぶ」と「味覚教育」に関連
する活動はほとんどのコンヴィヴィウムに
選択されている一方、「生物多様性の保護」
の取り組みについては、一部のコンヴィヴィ
ウムに限られている。 
図 2・図 3 は、活動分野間の関係（分野同
士が一緒に選ばれる傾向があるかどうか）と
コンヴィヴィウム間の関係（同じような活動
分野を選ぶ傾向があるかどうか）を、質問へ
の回答パターンの関連とそれに基づいて回
答者間の類似性を明らかにする多重応答分
析によって2次元の平面上に表現したもので
ある。図2は活動分野間の距離を表しており、
図3はそれに基づいてコンヴィヴィウムの類
似性を示している。 

 



 
 
図 2 をみると、項目間の位置関係から相互
に選ばれやすい分野があることが分かる。た
とえば、「まちづくり・地域振興」と「自然
環境の保護」、「生物多様性の保護」と「稀少
品種の保護」は距離が近く、同様に「地元食
材の紹介・普及」「食に関する地域文化の紹
介」「食育」「生産者との交流」の 4分野も一
緒に選択されやすい傾向がある。一方、「（食
育以外の）教育」「観光の振興」「国際交流」
などは特定の項目と近い関係にはなく、これ
は、たとえば同じように「国際交流」を選ん
だコンヴィヴィウム同士でも、それ以外に選
択した活動分野は互いに異なっている場合
が多いことを示している。 
 次に、活動分野の選択からみたコンヴィヴ
ィウム同士の位置関係を同じく平面上に図
示した結果（図 3）をみると、スローフード
運動の多様性のなかにも、活動分野の幅広さ、
重複の度合いやその内容によって、ある程度
活動が似ているコンヴィヴィウム同士のま
とまりがあることが分かる。「生産者との交
流」や「地元食材の紹介・普及」、「食に関す
る地域文化の紹介」といった多くのコンヴィ
ヴィウムが共通して取り組んでいる分野を
選択したコンヴィヴィウムが図内の左下に
まとまって位置付けられている。次元 1の方
向には、「自然環境の保護」「生物多様性の保
護」「希少品種の保護」「まちづくり・地域振
興」に取り組んでいるコンヴィヴィウムが分
布している。一方、次元 2 の方向をみると、
多くのコンヴィヴィウムが共通して取り組
んでいる活動に加えて「食育」や「国際交流」
に取り組んでいるコンヴィヴィウム、あるい
は「生産者との交流」などのベーシックな活
動とは異なる分野に取り組んでいるコンヴ
ィヴィウムが位置している。それぞれのコン
ヴィヴィウムが選択した活動分野の数や内
容から、次元 1は生産者との交流、地元食材
の紹介など多くのコンヴィヴィウムに共通
する活動に加え、生物多様性や稀少品種、自
然環境の保護といった生物・自然系の活動を

取り入れているかどうか、次元 2は国際協力
や観光振興など文化活動を取り入れている
かどうかを表していると考えることができ
る。選択した活動分野が同じでもそのなかで
特に力を入れているものは違っていたり、活
動への取り組み方が異なっていたりという
ことはあると思われるが、日本のスローフー
ド運動を大きく分けるならば、自然・環境系
の活動と地元志向系の活動、それぞれにどの
ようなバランスで取り組んでいるか、加えて、
国際交流や調査研究、政策提言など他のコン
ヴィヴィウムが取り入れていない活動に取
り組んでいるかどうかという基準で類型化
できることが示された。 
 
(2)運動へのコミットメントにおけるネット
ワークの役割（アンケート調査の結果より） 
運動関係者への継続的なインタビュー調
査から、スローフード運動は政治的イシュー
について係争課題と敵手を設定して問題の
存在を告発する、抗議活動やデモンストレー
ションによってアピールすることよりも、ス
ローフードの思想や理念に賛同する人々の
間でつながりをもちそれを広げること、食と
ライフスタイルに関する価値観を共有し、生
産と消費の関係や地域の食文化を学ぶ、捉え
直す、発見することを運動レパートリーとし
て採用していることが示された。さらに、強
い意志決定プロセスと組織化よりも、活動に
おいては「自由さ」「なんでも言えること」「ヨ
コのつながり」が重視される傾向にあった。
運動の理念や目標をどのように具体化する
かは、それぞれのコンヴィヴィウムの自主性
に、そして参加者個人の生活実践に強く委ね
られていた。 
社会運動としてこのような特徴を有する
ことは、運動参加へのハードルを低くし、
様々なきっかけで「食」に興味・関心をもつ
多様な人々が運動に関わることを可能にす
る一方で、「われわれ意識」のような集合的
アイデンティティが形成されにくく、取り組
むべき課題や方向性について曖昧な印象も
与える。また様々な動機をもつ多様な参加者
たちの期待やリクエストすべてに応えるこ
とができるわけではないので、コンヴィヴィ
ウムの活動内容が自分の関心と合わなかっ
たり、興味が薄くなったりすると運動からの
離脱にも繋がる。そこで、アンケート調査か
ら得られたデータを用いて、運動に継続的に
参加していこうと考えている人々の特徴を、
目的的誘因（やりがいや満足感）と連帯的誘
因（ネットワーク）の効果に着目して明らか
にした。 
 分析の結果（図 4）、運動への継続参加要因
としてやりがいや満足感といった目的的誘
因の効果が強いことは、ライフスタイル運動
としての特徴、すなわち日常生活における実
践に対する喜びややりがい、言い換えるなら
ば、そのような実践が社会を良い方向に変え
ていく、身近なところからもう一つの社会を



つくっていくというある種の信念が重要で
あることを表している。 
では楽しければどんな動機付けでも継続
的に参加し続けるかというとそうではない。
目的的誘因は運動理念・目標の理解と連帯的
誘因（ネットワーク）に強く規定されていた。
これは、スローフード運動の理念や目標、ど
のような活動をするのか、といったことを理
解しないと、楽しさややりがいは生まれない
ことを意味する。珍しさや流行、グルメへの
興味といった動機付けで参加しても継続的
な参加に繋がらないのは、このようにスロー
フード運動の理念や活動内容に対する理解
がないと活動に参加しても楽しさややりが
いを感じにくいという構造に起因すると思
われる。また連帯的誘因の影響については、
日常生活における実践を重視するライフス
タイル運動においても、運動を通じて形成さ
れたネットワーク、すなわち他の参加者との
つながりによって得られる共感や考え方の
共有が、楽しみややりがいに繋がることを示
している。生産者と交流すること、地域の食
材について知ることに楽しみややりがいを
感じるのは、他の運動参加者たちと食のあり
方などについて考え方が共有されてこそと
言える。また運動の理念や目標を理解しない
とその面白さには気づかないし、他の参加者
との相互理解も生まれないという意味では、
従来の社会運動論において提起されてきた
運動理念や目標の受容プロセスへの着目（例
えばフレーミング分析）や、参加者間のつな
がりを介した運動の広がり（例えば資源動員
論におけるネットワーキング概念、動員構造
論）といった運動参加の認知的、構造的要因
からのアプローチも有効であることが示さ
れた。 

 
図4 今後の参加意欲（Q8）に関する共分散構造分析の結果 

 
(3)食のローカリティをめぐるアクター間の
ネットワーク（事例調査の結果より） 
 スローフード山形を対象とした事例調査
からは、日々の生活上の選択の積み重ねとス
ローフード運動との連関、スローフードとい
うキーワードを媒介に取り結ばれた様々な

市民活動のネットワーキングを描くことを
通して、個々の生活のあり方に基礎づけられ
た活動の積み重ねが、その地域に固有のスロ
ーフード運動の社会的意義をいかに形作っ
ているかが示された。 
 調査では映画「よみがえりのレシピ」制作
に対するスローフード山形の協力過程とネ
ットワークの広がりを追うなかで、食のロー
カリティを発掘する試みの有機的つながり、
それ自体が運動を意味づけていることが明
らかになった。言い換えるならば、スローフ
ード運動とは政治的イシューについて係争
課題と敵手を設定して問題の存在を告発す
る、抗議活動やデモンストレーションによっ
てアピールすることではなく、「つながるこ
と」すなわち食をめぐるフィールドのなかで
別個に活動してきた多様な背景をもつアク
ターたち（生産者・行政・研究者・料理人・
メディア関係者）が「スローフード」という
記号を媒介に結びつき地元の文化と在来作
物の価値を再構築していくプロセスそれ自
体が運動を形作っていることがインタビュ
ー調査から明らかになった。 
 本研究ではこのプロセスにおけるスロー
フード山形の果たした役割に「フレーム調
整」「フレーム架橋」概念からアプローチし、
スローフード運動が個人と個人、組織と組織
を結ぶ多様かつ多層的なネットワークのな
かで「社会をかえる」ことではなく「社会を
つくる」という形で展開していること、そし
てネットワーキングそのものが運動の本質
であることを浮き彫りにした。 
 
(4)今後の課題と展望 
 本研究の分析結果から、強固な運営組織を
持たず、異議申し立てや抗議、係争課題に関
わる集合的アイデンティティよりも日常的
な生活実践のなかに運動理念を見いだすよ
うなライフスタイル運動とも呼ばれる社会
運動では、運動への参加を組織による「動員」
として説明することは難しく、参加者間のゆ
るやかなネットワーク形成と、その内部にお
ける理念の共有と共感の体験からとらえる
必要があることが示された。 
 ただしライフスタイル運動における参加
者間のネットワークの形成と、その内部にお
ける「語り合い」「学び合い」といった相互
行為の関係、そしてそのような相互行為が運
動へのコミットメントに与える影響につい
ては今回の研究では一部の事例調査からの
示唆にとどまっており、参加者個人、ネット
ワーク、そして社会運動それぞれの時間的変
化を含めた研究が求められる。 
また、個人の生活実践がゆるやかなネット
ワークを形成するところからどのように集
合行為としてまとまりをもつように至るの
か、ライフスタイル運動で重視されている日
常生活における実践の積み重ねが、集合行為
として瞬間的な流行現象ではなく持続的な
社会運動に展開するためにどのようなネッ



トワークが必要なのか、フェアトレード運動
やロカボアなど活動領域が近似している他
の社会運動との比較も含めて、ネットワーキ
ングと集合的アイデンティティ形成の相互
作用を、既存の諸理論を踏まえた理論枠組み
の構築とその検証から明らかにすることが
今後の課題といえる。 
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